
第31 回総 会〕

シンポジウム

シンポジウム　243
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I. 基 調 講| ヌ　 ロ0| 分)

以 下C7)訓論 をヽ円煮にするために、/-fi^から2-b までの４つのま題 に分けて、岡題点を

梅禰して討議の右粁とする。最終的にはこれら(ｱ)包題 と石橋に閲係している2-c の課題、

すなわち、石ケンk 合戎 遼剤のm 題について、どのようなまとまった認識を将つべv^ か、

そのために、研吸着としてわれわれぼ何 をなすべきかを、色々な立鳶から締七てゆ? たい。

ﾀ∧゙ 遮 浄

ト：ａ　遮|浄|(ｱ)基礎割ｻ学の動 紅　 界面活性、界面動 粟視劃 楡 械作m,  ﾌ)3 つ(ｱ)側面

から論ぜられる、いわゆる徒渉裡雛の今 伎の評厚 について問題 褐祁を試みたら

界面舌性については、今後界面吸着・ミセル吸着 など切研究を一そう苛めるとともに、

汚れの付勧 士挙など、干衡締的立場からのアプロ一すの可能性を諭じかい。

界面電気二食層の徒浄における禄劃とそ(ｱ)食要性 を、将に反応遠浅締的立違から諭 ずろ

ことの可否を、大いに論議 し了ほしい。

機械作用は未開拓の分野 で冷 るが, 新 しい萌芽にフいて紹か するとともに、その発展の

ための 、無 死手法について、諦してみたい、
1-b　 姥存々の節節ﾚどめ叉匹　 荊 絵解荷ｻのまt なら漑痙状からはﾑ とi かく堵八

疹らの程浅のエ しい節価をどう すべさか、という基本的な問題に血/ﾉたい。

ぜ:坪の超勢 からも、人工馮啄か去の渠 膠が二般に容認 され。実用液剤 の性能評參 には、

洗浄力も含め て、良際の羞用実験 をヽ通しての評価 によらねば、消責聊の納得ぱ謬ら れない

であろうことを力誕 する。このような宍用試馳z)方茲につきASr バ(P)197B  年(7)試験債

を骨子とした、進行すの研 究についての紹介を試みる。

2.   桂　舌　 導| 僥二 じ 勁犬かれ 価

２:-d　差たく排賞による護虎汚 丞:　 九御所(D便用水量の(>0% 力淳 庭 用水 であﾂ ∧ｊ

らにその 垢( 全体ｱ1 ∂幻 が遮たく 用水て≒あるとの撞浹が正 しいとﾏtれぱ 、下水玉の普

及帚(7)砥 い日本の現状から、生渉壕も こ対 する造たくjy冰 の影 響 を芦えてみる叉澪 カ征 ろ

う。一面では節水の問罪 七あるび 、今回は濠噫弓削 こ問題 をしぼ/ﾉたい。

2 一石　ビルr ーの閲題 本剰 よ悟性剤自体の影響も諭 ぜ`られるべ^ であろうが、論該ヽ

の吝浅 を高あ るため 、合成`旅剤のビルr 一のうち、Wr 口バノ／酸遠い ロ)螢水 謝白劃、(ア〉２

1 玄中八こ･として、釘重する柵宛の皇歩し 導癒への影智 についてく刀倆相 乞細介 Ｌつつ、わ

れわれの謎宛謁題を見出して印^ たい。射 ビ･レ9"一群索(ｱ)実態につレ てし郎れたい。

2-C　 石ケンと合成波刻　 合憲尨剤 ぱ排 外c7)根 芦で函るとするふうな論調が、世聞

一報にかな'ﾉ満々 してお 愉 一オ統計的目 よ家庭 用老剤の 卿匹くよば合 成姥剤が用いられ

ているという易 吠とを　 われわれ以上紅了寄療 しrこぶ考 的な戌累をもとにして、と切 よう

に楼蚕して判酢 すべで か区、冷瀞に 且つ学術的に論じてみたい。云うまで七 なく 、司会看

白身も、所定な立弟を固守するもの ではない。尤しろ、家歌学が その貪作 をとる立L場にあ

ると(ｱ)白筧に立って、論議 を幕閣したい。
TK. 討 論　 ぐり 分)　 顛題促槽£お願 いしている会 負の謔氏( 交ザ瞎) は次(ｱ)とお

タて冷 ゐが'、疹押を 員ワ)碧鳶な訓諭 疹加を期待している。　 順不同ノ 駄作吹

奥山泰彦( 神戸学院短大 大　浅豆昌( 斧裁^ 尺九　を永フミ( 乖京客玖学吃大占　J卜

林 重喜( 椙山 女学薦丿大λ　 今田千代( 暫粥誰矩霞λ　 阿卸幸3- C 青山学派蕉ﾒ蜻　 仙り英

略'子( 奈貧す幻 、 集升霧夫子( 大啄､寺大大　推 参名 子(、大声市大八　駒恢濠子いお茶(Z)

水々K)




